
日 本 ア フ リ カ 学 会 会 則

オ 4条 〔名称 )

本 会は、 日本アフ リカ学会 (丁APANコ SE AssoCIATIoN oF AコRICANIST0

と称す る。

オ 2条 〔目的 )1

本会は、アフリカ大陸渉工びその周辺島喚の自然 。人文・ 社会についての

基礎的な研究お工び調査を行い、日本におけるアフリカ研究の発展をはかる

ことを目的とする。

オ 3条 (事業 )

本会は、、前記の目的を達成するために、次の事業を行う。 
〃

(, アフリカ地域の研究および調査。

(の 研究発表のための会合 (大会、711会 など )の 開催。
15j 機関誌 Fア フリカ研究Jぷよび「 アフリカ学会会報」その他の刊行物
の発行。

(0 内外の関係研究機関との交流。           |

(D その他、目的を達成するために必要な事業。

才 4条 (支部 )

本会は、適当の地に支部をお てことができる。

支部には支部長を置くb支部長は支部に所属する会員の互選にょり選任さ

れる。支部長は支部を代表し、支部の会務を総括する。

オ 5条 (会員 )

1 本会の趣旨に賛同するものを会員とし、これを次の 2種類に分けると
(1)正  会  員

の 賛 助 会 員

2.正会員は、アフリカ地域を研究し、またはこれに関′ぃを有するものであ
つて、理事会の承認を受けた者とする。
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生 費助会員はも本差の 目的・事業に費同する法人・ 団体なたは特定の個人

であつて、理事会が推せん した者とす る。

4 本会の会員は,付 RIJに定めると毛うの各費を収務をければならない.

5し 会員は拷オ会ぬ事業に参力〕じ.多誌などの学会刊行物の配布を受けるこ

とができる手    {

体 晏員で温各 iブ ようとす るものは、書面に よりら、理 由を付して退勢届を本

会に提当し.理事会の承認を得なけ力″ばならなね。

1 曇員が次の事項に該当 i/た場合は、理事会の審査にもとずと会長の承認

をへて除名どれることがある。

llj 会費を浦納 した場合。

(D 会貝」に背と、または本会の名誉を傷つける行為のあつた場合.

オ 6条 (役員 伊

培。 本会に次の役員をお ぐ.

(9 会     長    子名

働  目」 会  長    2名 以内

働 理     事    15名 以内 〈支部長を含む )

(ゆ 評  議  員   40名 以内

(助 会 計 監 査   2名 以内

(0 顧     問   若干名

2“ 役員の提出に関 してはゼ次の各項による。

Ⅲ(母 会長・ 副会長はも理事のなかか ら互選にょつて定める。

(a 理事は、評議員のなかか ら互選によつて定める。

働 評議員1は 、総会においてⅢ正会員のなかか ら選挙、または推せん によ

つて定める。

中〕 会計監査は ,こ 評議員会が推せんする。

(勢 顧間は.会長が こ,れな委据す る。

5↓ 役員の任部に関しては、次の各項にまる。
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(瑞 殺晨め任期 な ?年 とと″4再任をさまたげをh。

0 将央に五乙役員の任期姑、前任者命残径難閉 とす る,

4,後 象の我務に関 とては 1次の各環に王る。

碑 会長蔭.本会を代表 しャ告薄を績増す 1る。

働 喜1会長はキ会長を菊佐 b“ 会長軍字数 fヽ 考)る ときは、本会を代表す る。

働 望事体～理事会を紀畿 して法務を推進す る。

(玲 郭議員は、評議員会を緑徹 む舟 必要に応 じて会務に関 し、理事会に助

言を与 え る。

働 会計監査 は、本会の会計を監査す る。

い 顧問は、会長の諮問に応ずる。

芳 r条 (縮会 )

t 倫余は町毎年 1回、会長が招集す る。
2.臨時総きは、理事会が必要 と認めるとき、または正会員の こ/吾 以上か

ら会議の目的 とす る事項を示 し請求のあつたときに開催す る。

生 総会は、正会員をもつて組織し.次の事項を議決す る。

(モ)会 貝」の変更

121 評議員ぬ選出             |卜    ・

働 予算券量ぴ決算の承認

(0 事業報告

(5)支部設置の承認

(ゆ その他ギ理事会において.必要 と認める事項。

4`総会は、季任状を合めてと正会員の モ/s以 上の出席がなけれ店成立 tノ

.な
い。

Si総会における議決は._出席者の過半数による。

オ 3条 (幾則の変更 〕

前条オ 5璃い規定にかでや lらず、本会貫Jの変更はも理事会または正会員の

1/忍 以上の提業によ浄.総余出席者の 2/5以 上の賛成を得なければなら
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ない。

オ 9条 (資産掛 工び会計 )

1 本会の運営ならびに事業は、次の資産に工りおこそうものとする。
(0 会     費

12j 事業にともなり収入

t31 寄 付 金 品

(0そ の他の収入
2。 本会の事業年度か工び会計年度は、毎年 4月 1目 に始亡り翌年 5月 31

日に終了する。

オ 18条 〈施行 )

この会則は、 イ?65年 5月 る′0ロ エリ実施する。
(付  貝J)
t 本会は本部事務局を東京都におく。当分の間、本部事務局は東京都文京
区本郷七丁目 東京大学理学部地理学教室内におぐ。
2.本会の事務を処逮するために、幹事本工ぴ書記をおく.   .     _

o.本会の会費は、次の通りとする。なお会費の納入は、毎年 4月 (新入会

員は、入会時)とする。

(0正  会  員    年 額  isロ ロ円
(3 策 助 会 員    年 額  4日 (1吼 000円 )以上。
4,本付則の変更は、理事会の提案により、総会出席者の過半数の賛成を得
猛ければならない。

ユ この付貝Jは ]夕 も5年 5月 5口 日より実施する。

以 上
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